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=海外ニュｰス=

なぜソ違は奄っと多くの

鉱山を晃っけなければな･らないか

1一一'一一一一一.一･'…….一…一…地質相談所≡

1(紹介)シドレンロ氏はソ違の地質学委員会の議長である.この一文は地質｡国土保全省の1

1前大摩によって後援されたソ遠地質諾団体の会長会議に彼カミ提出した金属･非金属部門報告書の1

1内容である,その会議は蝸3年の星月脆～蝿簿そスクワにおいて開催された.また本文は1

1Wor岨㎜ini㎎誌五6巻n母(五鰯)に掲載春れた英文から訳したものでゴシックは英文誌による.1

1962年にソビエト国民は国の経済の発射二みごとな寄与を

した国の地質事業もまたその年に確定的な成果を得てわれわ

れ地質技師の仕撃は国の工業発展の将来性を新たに占なうに

足る若干の重要な発見の鍛高潮1二達した

Nori1'sk地方のTa1nakh'における高品位の銅～

ニッケル鉱床の重大衣発見はきわめて重要た経済的意

義をもたらすであろう.ニッケル･コバノレト･銅およ

びプラチナ含有量についてTalnakh'鍋～ニッケノレ塊

状鉱床はNori1'sk鉱床の幾層倍またその鉱梁鉱床は

Noril'sk鉱床の1.5倍である.また中央アジアにおい

てビスマスに富んだ地域が発見されUzbekistanでは

金鉱床が発見された.金鉱床は露天掘に適しており

現在すでに開発に移された.またアノレメニヤにおい

ても金鉱床の探査が進行中である.アノレメニヤと

Uzbekistanにおける金鉱床の発見は経済的に東部シベ

リアよりもっと発展している地方をソ連金工業の新セ

ンタｰとする可能性を備えている.

いまやわれわれはコｰカサスの合金属岩石の完全

な再検討とコｰカサス山脈の斜面における辰砂と鋼

の発見によってこの地方における水銀帯ならびに多種

富鉱体の発見を計算に入れることができる.

ボｰキサイトはKurskの広大な地域にわたって磁気

異常地域の高品位磁鉄鉱床にごく接近して発見された.

チタンｰジルコン漂砂鉱床の産地に関する情報は近

年に至って中央Chemozamからもたらされた｡そ

して硫化ニッケル鉱床の徴候はVoronezhの結晶片

岩からなる山塊の南斜面に見られる超塩基性岩石のなか

に発見された.

これらはその他の徴候と同じく基盤結晶片岩のな

かとそれを被覆する堆積岩中に発見されたがロシア台地

内に経済的価値のある鉱床カミ発見されるかどうか再検

討する必要のあることを示凌する.ソ連邦のヨｰロッ

パ側は決して完全に探査されたわけではないのである.

高度に酸化されたマンガン鉱床が中央ウラノレとカ

ザックスタンに燐鉱床地域はクラスノヤノレスク地方

に3億5千万トンの埋蔵量をもつカリ岩塩の堆積鉱床は

ウクライナのL'vov地域に新たに発見された.

1962年に水理地質調査は面積的にはヨｰロッパの

中位の諸国より広い地域をカバｰし広域の水理地質学

的地球物理学的調査はフランスと西ドイツをあわせ

た面積に相当する地域を2万5千分の1と1万分の1

の縮尺でカバｰした.

各鉱物ごとの報告書

科学的基礎にたつ地質探査事業の始まりは1962年

であった.ソ連の地質･国土保全大臣は研究調査機

関と連けいして国内のすべての有用鉱物に関する技術

的･経済的報告書を作成する計画を立てた.･国内の鉱

物資源埋蔵量の実状を明らかにするこの事業は科学

技術の基礎とくにわれわれの地質活動の基礎として役

立つであろう.

ソ連の地質技師はこのようにソ連の基幹工業の需

要に対して鉱物資源の確定鉱量からいってもタイムリ

ｰな供給を確保できるという大きな仕事を完成した.

ソ連は鉄｡マンガン･石炭･石綿･ニッケノレ･鉛･モ

リブデン･水銀･アンチモンその他について世界最大

の埋蔵量(あるいは最大の1つ)を有する.鉱物原料

の潜在埋蔵量は確定鉱量の数倍である.しかしなが

ら主要鉱物原料についての一国の蒲足できる需給量の

確保については個々の鉱山地帯のある鉱床の確定鉱

量のほかに品位や地理的条件も重要であることを認識

する必要がある.近年国内の鉱物資源を評価する場

合にその問題が全般にわたって積極的に強調される傾･�
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向にあるがある特定の地域では鉱物資源の偏在とそ

れからおこる悩みがあまり意に分されてい衣かった.そ

れゆえに地質技師は工業に対して鉱物原料を確保す

るという大問題を考えていないまた地質挙は科学で

はなくて宝さカ茎し的なここ振れわんわんであるとい

うよう在世論がわき起こってきた.

市場から遠い鉱物資源

その上なお数種の異なっ淀鉱床の地理的分布は必ず

しも好都合にはないζの轟実のためにソ連工繁地帯

は不規則な分布となり長距劇二ねたる過重運搬をしな

くてはならない.鉄鉱のぼう大た確定埋蔵量は勇一

口ヅパソ連とウラルに集中しているカ三そこでは粘緒

炭は不足している.このために数千万トンの石炭が

国の東部から移入されねばならなかった.とくにウ

ラノレヘはその額は年間4500万トンにのぼり3,000万

ノトブルに達した.粘結炭を埋蔵するドネヅツ盆地の

移出情勢も過去から現在に続いている.シベリア地方

の鉄鉱埋蔵量はシベリアにおける製鉄工業の発展をた

しかにするほどじゅうぶんには調査されていない.

ソ連邦のマンガン鉱床の約90%はウクライナとジョノレ

ジアに集中している.クロマイトのよく知られた鉱床

は主としてカザックスタンにある.

ウクライナ･コｰカサス･ボノレガ｡極東･中央アジア

においては燐酸肥料の需要が国の需要の30～35%に

達しているのだが燐鉱石の経済的価値のある鉱床カミ発

見されていない.地質技師はまだシベリアや極東

においてはいかなる岩塩の大鉱床も発見していない.

このような好ましからざる鉱床の分布はとくにア

ルミニウム･チタニウムおよびマグネシウム鉱床の場合

においてはなはだしい.それらの鉱床の存在地域は

安いエネルギｰをもち高度の動力消費事業に適した

シベリアと中央アジアの大水力発電所地帯から遠く隔っ

ている.

わが国の工業はまた数種の鉱物において品位の問

題で重要な欠点を持っている.鉱石の品位はいま世

界において稼行されているものに劣ってはいないけれど

一般に多くの原料において(マンガン･クロマイト･

鉄･ダイヤモンド･石綿･鉛)わカ溜の確定鉱量は比

較的貧弱でむずかしv'鉱床からなっている.ソ連の

モリブデン鉱石はアメリカのそれよりもモリブデン

含有量において低い.ニッケル鉱石の大部分は近年

に至るまでカナダやニュｰカレドニアのニッケル鉱石

よりも低品位であった.水銀とアルミニウム原料につ

いても情勢は同様である.鉄鉱石確定鉱量の約20%は

その品位を上げるについて複雑で経費のかかる過程を

必要としている.鉛･亜鉛･銅･毛"ブデンおよびタ

ングステンの稼行鉱層の品位は近年低下している.もち

ろん技術的･工業的進歩とともに増加する金属需要は

低鑑位鉱の稼行へと移行しないわけにはゆかたいので稼

行鉱石の平均品位の低下は当然である.他方高品位

鉱埋蔵量は限定されているので工業はこの情勢に応じ

てゆくよりほかほない.

ソ連共産党の第22回会議に採用された党の計画は19

80年には工業生産において1962年の6倍の増加を見込

んでいる.このゴｰノレに到達するためにはガスの生

産は6兆8千億～7兆2千億立方mに石炭の生産は11

億8千万～ユ2億トンに鋼鉄の製産ほ25億トンに化学

肥料の製産は1婁億5千万～13億5千万トン等々に増産せ

ねばならない､これはすべて地下からぽう大な鉱物

原料を摘出できるかどうかにかかっている.あらかじ

め定めだ加速度的な生産増強を確保するために1980年

には確定鉱量は1962年度の数倍になっていなけれぱな

ら溶い吉しかしな秘ら必要と書れる埋蔵量を増加さ

せるこおは律とともに累進的忙困難になることを

心に留めなけれぱならなv'.露頭から鉱石の徴候を発

見する可能性は急速に減少している､その結果新し

く鉱床を発見することは困難に狂っている.鉱床を探

すための探鉱試錐の平均の深さは現在の200～300mか

ら500～600mになるだろう.

現在の探鉱法によって確定埋蔵掻を明らかにするこ

との不可能であることは自明のことである.なんとな

ればこの方法は地質探査事業に幾層倍もの特別支出

金の増加を必要とするからである.全地質調査事業は

急速に再編成されねばならない.まず第1に科学的

･技術的機械の近代化である.

複雑な地質探査の全事業に対して科学的な基礎にた

った諾計画をたてることが近代地質学のもっとも重要

な問題の1つである.能率を上げ探鉱費を安くする

ために探査地域を正確に選択することと鉱床発見に

対するもっとも合理的で安い方法を発見することは肝

要柱ことである.こうして発見された鉱床群の衣かで

経済的に稼行できないかも知れない鉱床の詳細な研究に

エネルギｰと資金を浪費することなくわれわれはさ

らに探査を要するもっとも有望な鉱床を選ばねぱならな

v･.

大きくて高品位の鉱床は稼行するのにもっとも経済

的であることはよく知られている.わが国の銅鉱床の

15%は86%の銅を含み実質的にすべての銅の生産高

をになっている.数種の他の重要な鉱物原料について

も同様である.将来のぼう大た工業成長の青写真は

大鉱床をふみだいにしてこそはじめて実現されるもの�
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であると考えればその大鉱床の発見こそわが国の地

質技師にとってもっとも重要な問題である.もちろん

中程度の鉱床もまた数カ所とくにすでに発展した工業'

地帯におv･てソロバンにあうかどうか検討されねばな

らない状態にある.小さいそして不経済狂鉱床の探査

に努力を集中することを避けるためにわれわれは与

��

ソ連の鉱床区

30･50.70.90`110,130,150･

えられた地域についてあらゆる負度からする予備的評

価に特別の注意を払わねば狂らない.地質調査に伴う

研究の不届と広域調査の見とおしの不備から不適当な

評価の下されたよい例はNorirsk銅一二ッケノレ地方に

見られる.20年以上前には地質技師のあらゆる努力は

NOri1'sk市の近傍のきわめて貧弱た鉱石の探査に向け

られてv'た.一方その近くの

一

Talnakh鉱床はその高品位

･耐･･び`･}鉱石の大埋蔵量にもかかわらず

一顧さえ泣きれ衣かった.

I中生代と新生代地殻変動広域熔

岩と酸性岩(花禺岩と8ye加ヨ細)

蟹入ま杣二塩基性岩(閃緑岩)

.糧竈エ

ソ連邦地質図
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古生代地殻変動酸性岩驚入を伴

う

広域の酸性超塩基性一塩基性

(閃緑岩一徹檀岩)貫入を伴う古

生代地殻変動

先カンブリア楯状地広域酸性岩

と狭域超塩基性岩麗人を伴う.

㍑童簑灘膿蓑議㌦

㎜古生熾積物∫岩貫入岩毛ない

地方別･地層別各種鉱床一覧表

地1方�地層��鉱'床

.翼部ヨｰ回ヅパ台地���

Aバルチック楯状地�先カンブリア系�超塩基性岩摂入�コぐルトニッケル

��酸性岩買入�アンダリュｰサイトセリウムと希有金属磁鉄鉱ニオブ

���ウムとタンタリウムホスヘイド(アパタイト)チタニウム

Bアソポｰポドロスク�先カンブリア系�変成岩�アンダリュｰサイト

楯状地��酸性岩塩基性岩�結晶石英

��酸性岩蔵入�ジル;コニウム

��ハイドロサｰマル�陶土

��変成岩�グラフ7イド赤鉄鉱

C中央ロシア平原�古生代�ハイドロサｰマル�ストロンチウムラジウム塩

�(デボン系一二畳系)�変成岩�石炭褐鉄鉱

��堆積岩�ボｰキサイト棚砂ブロｰム耐火粘土褐炭石膏マ

���グネシウム塩マンガン石油カリ塩岩塩硫黄

�中生代�堆積岩�耐火粘土燐鉱石油

��変成岩�褐炭

�新生代�堆積岩�耐火粘土岩塩

Dドネツ盆地�古生代�ハイドロサｰマル�アンチモン水銀

�(石炭系一二畳系)�変成岩�石炭

��堆積岩�ドロマイト岩塩

Eマンギシャルヤク丘陵�中生代��

2.アルプス系���

Aコｰカサスアジア�新生代�堆積岩�褐鉄鉱マンガン石油カリ塩バナジウム

黒海低地��ハイドロサｰマル�カドミウム鉛亜鉛�



Bコｰカサス高地(新生代地�先カンブリア系�塩基性岩買入�コバルト磁鉄鉱

殼変動)�中生代(ジュラ系)�酸性岩買入�銅モリブデン

��ハイドロサｰマル�アｰゼニックパライトモリブデンタングステン

��堆稜岩�石膏マンガン岩塩

Cコペットタツグ高雄�鮮新系一白亜系��

(新生代地殼変動)���

Dパミｰル�先カンブリア系��

(新生代地殻変動)�古生代�酸性岩買入�結晶石英

��ハイドロサｰマル�螢石

3.ウラル』天山系�古生代(?先カンブリア系�超塩基性岩貫入�石綿クロマイトコバルトチタンｰ磁鉄鉱マグネサ

Aウラル(下部と上部古生代�一石炭系)�塩基性岩貫入�イトニッケルプラチナバナジウム(チタンｰ磁鉄鉱)

地殻変動)��酸性一塩基性岩�コバルト鍋磁鉄鉱パイライト亜鉛

��酸性岩貫入�石英結晶石英バｰミキュライト黒雲母滑石

���､

���アｰゼニックパライトベリリウム陶土コランダム金

���磁鉄鉱ニオブウム結晶石英チタンジルコニウム

��ハイドロサｰマル�マグネサイトタングステン

��変成岩�石英グラファイト

��堆積岩�ボｰキサイト褐炭マンガン岩垣

Bパアイコイｰノパアヤ�古生代�ハイドロサｰマル�螢石

ゼムリヤ系�(シルリアｰ二畳系)�変成岩�石英

(上部古生代地殻変動)�中生代一新生代��

C西部シベリア低地�中生代(ジュラｰ白亜系)�変成岩�石炭褐鉄鉱

�新生代�堆積岩�ボｰキサイト耐火粘土褐炭マンガン

��堆積岩�岩塩ナトリウム塩

D中央アジアｰ黒海低地�中生代(ジュラｰ白亜系)�変成岩�石炭と褐炭

��堆積岩�バライトボｰキサイト石膏石油岩塩ナトリウム塩(ミ

���ラピライト)ストロンチウム自然硫黄

E天山山脈�新世代�堆積岩�石油岩塩ナトリウム塩硫黄

�古生代(含?先カンブリア�酸性岩貫入�アンダリュｰサイトビスマス鋼

�系))上部古生代地殻変動�ハイドロサｰマル�アンチモンアｰゼニック(?)ビスマスカドミウム螢

���石鉛水銀パクステンウラニウム(?)亜鉛

��変成岩�燐鉱石バナジウム

Fカザックスタン高地�先カンブリア系��

�古生代(大部分分けられな�酸性岩貫入�アンダリュｰサイト銅コランダムモリブデン

�いものとシルリア系〕下都�ハイドロサｰマル�タングステン銅鉛

�上部古生代地殻変動�時代不祥�バライト鉄鉱マンガン

��堆積岩�ボｰキサイト

Gカザックスタン石炭�古生代�変成岩�石炭

堆積盆地��堆積岩�耐火粘土

Hタイミル半島�先カンプljア系��

�古生代(シルリァｰ二畳��

�系)上部古生代地殻変動��

谷中央シベリァ台地���

Aコｰカサス･シベリア高地�先･カンプ1』ア系��

�古生代(カンプリアｰ二畳�変成岩�(石炭)

�系)��

Bレナｰカタンガ地溝�古生代(オンブリァ系)��

�中生代(ジュラｰ白亜系)�堆積岩�(褐炭)

Cレナｰエニセイ�古生代(カンプリアｰ二畳�超塩基性岩貫入�コバルト銅ニッケルプラチナ

�系)下部上部古生代地殻�塩基性岩貫入�磁鉄鉱

�変動�撃性岩貫入�陶土

�刊��

��変成岩�グラファイト�
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Dエニセイ山陵�先カンブリア系�酸性岩買入�金黒雲母トリウム

Eチュリモｰエニセイ盆地�中生代(ジュラ系)�堆積岩�褐炭

F西サヤン山脈�古生代(下部古生代)地殻�超塩基偉岩貫入�石綿

�変動)��

Gチュルムコポ(イルクｰツ�中生代(ジュラ系)�変成岩�石炭石膏岩塩

ク)盆地���

H東部サヤンｰアルダン系�先カンブリア系(下部古生�塩基性(超塩基性?)岩買入�アｰゼニックセリウムと稀有金属金磁鉄鉱

�代地殻変動)�酸性岩貫入�黒雲母タングステンウラニウムジルコニウム

��ハイドロサｰマル�鉛モリブデン

��変成岩�アンダリュｰサイトコランダム

�中生代(ジュラ系)�変成岩�石炭

�新生代(湖成)�堆積岩�ナトリウム塩(ミラビライト)

Iミイニュシシスク石炭堆積�古生代(二畳系)�変成岩�石炭

盆地���

5キンカンｰペルコヤシスク系���

Aベルコヤンスクｰチュクチイ�古生代��

山脈(中生代地殻変動)�(シルりアｰデポン系)��

�中生代(大部分三畳紀)�酸性岩貫入�螢石金鉛錫タングステン

Bオｰツク溶岩�中生代��●■■.●●

Cトランスバイカル高原�分けられない古生代�酸性岩買入�ベリリウムビスマス棚砂(石英一電気石)螢石

�一ジュラ系��余すずタングステン

�(中生代地殻変動)�ハイドロサｰマル�カドミウム鉛亜鉛

Dビュレヤ高地�先カンブリア系�不詳�アンチモングラファイト

(中生代地殻変動)�古生代�酸性岩買入�金､ジルコン(?)

�中生代�酸性岩貫入�錫

�(ジュラ系)�変成岩�石炭褐炭

Eシコｰテアリン�古生代��

(中生代地殻変動)�中生代�酸性岩貫入�ビスマスカドミウム鉛重鉛

��ハイドロサｰマル�すず

��変成岩�石炭褐炭

��堆積岩�褐鉄鉱

6.東部アジア系���

(新世代地殻変動)���

A樺太島�古生代��

�中生代�変成岩�石炭

�新生代(上部)�堆積岩�石油

Bカムチャッカｰコルパク�古生代一新生代��

山脈���

群小鉱床の擦森

政府は1959年に鉱床探査のやり方の順序を決めた.

新鉱床の発見はどの場合でもまず第一に予察によって

経済的に必要と思われた場合のみ徹底的に調査されね

ばならない.精査は概査による評価において鉱床が

採掘に適すると考えられる場合だけ行なわれる.しか

しながらこの規則はなお軽視されている.小さい

不経済な鉱床の精査は概査という名に姿をかえて行狂

われる.また多額の費用カミ夏に行なわれる偵察的･

予備調査によって評価された鉱床の概査に費やされる.

たとえばKirgiziaのNason金鉱脈はそのとるに足ら

ない埋蔵量と技術的に困難狂採鉱条件のためにその

経済的価値は皆無であるにもかかわらず1955～1960年

の剛こ余分なほど精細に探査された.100万ルｰブル�
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以上がその調査に費やされた.アルメニヤにおける

Gazmin鉛一亜鉛鉱床は1950年以来約250万ルｰブ

ルの費用をもって調査されている.だカミそれを稼行す

るさしせまった情勢は存在し住い.ジョルジアの540

万トンの埋蔵量をもつDzam鉄鉱床は約50万ルｰブ

ルの費用をもって1956～ユ961年に探査されたが全く利

用価値がない.

Khabaro∀sk地域のNivaηdzhinとDzhatyn鉛一亜

鉛鉱床はその好漢しくない稼行条件にもかかわらずそ

の縁辺鉱とともに1958-1959年に探査された.

このような例はソ連内の他の共和国にも見出される.

ある共和国では物価が高いので探鉱費はますます

高くなる.Turkmeniaにおいて探査された鉛一亜鉛

鉱の1トンあたりの費用は国平均の10倍かかる.1961

年にはTadzhistanの補助用埋蔵量としての三酸化

タングステン鉱の1トンあたりの探鉱費用は国平均

の費用の90倍そのトンあたり全生産費は63倍に達した.

有望でなv･鉱床を含む地質探査事業におげるこの

ような誤りを避けるためにわれわれは広域的地質探

査開発の見通しの下に科学的に事業計画を採用しなけ

ればならたい.地質構造の解析から鉱床地帯を予知す

る方法は計画を明確に系統帥二説明する場創二お

もな目要となら抱ぼならない.われわれはもはや

地質探査事業を全く統計的平均を基礎としたり前に

建てられた特別支出金の枠の大きさとか試錐の範囲と

かあるv'はこれは現今でもなされているのだが地方

別の基礎の上に立って仕事の量を比例配分することなど

によって計画することはできない.統計を平均して

立てる計画は一つの長期的底見とおしとしてだけそ

してその場合でさえ地質的な予測こ注意を払いなカミら

許される.鉱物埋蔵量の発見を増加するために年々の

計画はただ実際の採掘を対象としてのみなされなけれ

ぱ泣らな1〉･.

探鉱費の切下げ

地質探査事業はまた副二とってたいへん出費のか

さむことである.その費用はわが国の鉄工業都市建

設の年間支出金のエ.3倍以上非鉄工業における年間支

出金の2.5倍である.わ机わ租の問題はあらゆる点

で費用の節約にある.

科学は地質探査事業のOrientatiOnに非常に大きい

影響をおよぼしている.科学者はわか国の基本的鉱物

資源埋蔵量の解明に実質のある貢献をした.科学的

予測はシベリアにダイヤモンドの発見をクルスク磁気

異常地域に鉄の富鉱体をカザックスタン･シベリアそ

の他において非鉄金属と稀有金属の発見を可能にした.

研究所は地学とその実施面の進歩のためにきわめ

て重要である大き匁科学的諸問題にもっと時間をさか

ねばならない.探査の実施面で地化学と地化学探査

を幅広く取入れること応用地質学の枠内で地球物理

事業と同じく真の地化学事業を創造する努力を続ける

のは必要かくべからざることである.とりわけ地層

の絶対年代の決定はこのような事業にふさわしいだろ

う.鉱物資源埋蔵量の評価や豊富な地質デｰタの数理

的取リ扱いにまた地質学における一連の問題の解決に

もっと幅広く対数および常数計算器の使用を考えるべき

時代沸きた.

われわれは石炭地質学･海洋地質学･地質計算セン

タｰ.できれぱまた数理地質学の新しい研究所などを創

立するために実現の可能性などを調べたければなら榊･.

ソ連共産党g中央委員会の11月総会において同志N

S.Kmshche∀はもっと進んだそして新しい生産方

式を発展させて国家経済の進歩に寄与するには計画

をきまりきった型にはめないことにあると指摘した.

同志N.S･Krushchevの批判の言葉はまたそっく

りわれわれの仕事に適用できる.われわれはまた

鉱物原料の需要と消費を評価する場合に確立された型

にはまった方法に従っている.新しい鉱物原湖二対す

る探究とぞ机ら鉱物を広く利用することの可能性につ

いてはほとんど考慮さ机ていない.

Kya亙量te(藍品;百)から要価なアルミニウム

アルミニウムの生産はボｰキサイトに基づいて幾

分がはネフェリン(霞石)から計画される.もしもわ

が国のアルミニウム工業の進歩がボｰキサイトに依存

するならばわが国のボｰキサイト確定埋蔵量はその

一切を含む見とおしの上に立って数倍に増加されぬぱ

衣らない.それ頃克われわれはアノレミニウム工業

用の他の型の原料a1mites･kyanites･smimanites･

kao1in鵠およびhigh-almina粘土をとり入れることに

もっと勇気を示さねばならない.

Kyaniteを原料とするアルミニウム合金製造に要する電

熱量はボｰキサイトを原料とする場合よりも12-15%

安い一方それに相応した資本投資はコラ半島におけ

るKyanite鉱の実際に無尽蔵た埋蔵量を考慮に入れ

ると30～40%少なくて済むだろう.カンプリアン楯

状地の上の他のどこかでカヤナイトを探す見通しは

輝かしい成功をおさめるであろう.�
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われわれは新種鉱物原料の工業的利用技術と経済性

の研究に特別の注意を払ってv'る.衆知のように

鉱物原料という概念は技術･工業および経済の進歩に

よって変化させられる.それゆえソ連の基本目的の

1つは鉱物原料の研究所を強化することである.そ

の任務はたえず新しい技術的･経済的検討を加えてゆ

くべき地質探査を補足するにある.ソ連共産党の中央

委員会の11月総会によって定められた目的と調和しな添

ら現在の探査技術を拡張し新しい技術を発展させるた

めに有効な手段カミとられたけれぱならない｡過去の

計画のなかで探掘井用の試錐機群は95%すえ付け試

錐機群は82%機動化された試錐機群は88%というよう

にそれぞれ改新された.高能率な機動部隊とトラクタ

ｰ部隊の総数は35%増加した.しかしなカミら地質探

査事業における労働能率の平均年間成長率はわずか

に1人あたり割り当ての60%増であり試錐効率もそれ

ほど伸びなかった.機械化試掘による平均月間能率の

割合V･はなお1958年当時と同じで30～40mである.

だが東カザックスタン地質局は1mあたりの掘さく

費を19%減少させながら機械化試錐の効率を36%も増

加させた.Krivbassgeo1agiaは試錐効率に32%の

増をきたし酉シベリア地質局は試錐効率の増加と鉱

山労働の能率に18%の増加を得た.役に立つ装備の能

率の悪い使い方と地質探査について組織と技術的改

良をしようとする関心の弱まりつつあることは労働能

率の上らないおもた原因である.

貧弱な装備よリ貧弱な予備部分品

EIF型試錐機はその接続ネジの質の悪いこととま

た大部分のパイプが熱処理やネジなしに供給されるため

技術的に可能ただけじゅうぶんには活用されていな

い.Se;ovとArtemov機械製造工場で製作してい

るネジのついたパイプ用接続ネジとスリｰブの質はあ

まりよく衣い.石油とガスの探掘井に使われる超安定

な試錐パイプの製造にも手遅れがある.装備の維持と

いうことに緊張した情勢が起こっている.試錐機の

30%以上コンプレッサｰ25%全試錐機群の動力発電機

の24%は修繕を必要とする.試錐装備に対する予備部

分品の需要はユ962年には55%だけしか満たされなかっ

た.しかも探掘丼の場合は46%であった.1962年

におけるそれに相応する数字は45%と50%である.･

わが国の工場で欠けている予備部分品の生産敏その

必要とする欝門化技術を深めながらあらゆる方法によ

って拡張してゆかねばならない.

地質技師は国家経済の基礎的活動の1つである鉱業と

鉱物を取り扱う工業の進歩の源に立っている.新しい

地方の同化ピットや鉱山工業の初まり鉱物を原料

とする新しv'経済中心地一これらは工業が成長するバン

種のようなものであるが一すべて地質技師の肩にかかっ

ている.わカ江業の機能わが国家の経済は予見で

きるはるか柱未来も明目の目もともに日々の緊張した

地質技師の労働に左右される.

工業の進歩の開拓者である地質技師は共産主義的原

料一技術基地をつくるための戦いの最前線に置かれて

いることを心に銘記せねばならない.

一^一^…一〃O}一^ハｰ一

ソ連共産党の中央委員会の11月総会における諾決定

を実行するためにわれわれは次のことをしなければな

らない.

⑪国の地質事業を改善し地質探査事業の実行と

安定した鉱物原料供給源を生み出し地質･国土

保全省を全技術政策の中心にかえさせる.

きわめて複雑校地質探査事業の計画を改善し国

の各地質調査機関における計画の遂行と作業の監

督を強め各地質調査機関の上下の線の管理を組

織化するすべての各段階で作業管理と地質探査

事業における計画達成のコントロｰルを強化す

る.

科学を工業により近づけすべての型の地質探査

事業に生産計画に対する科学的基礎を用意し

研究所の仕事のなかでできるだけ成果のあがる

方向づけをする.われわれのおもな基礎的研究

を鉱物原料供給源の急速な膨張のために起こる種

々の実際問題の解決に向ける.地質の実施面で

地球物理学･地化学および数学を広く利用するよ

うにし地学とv･う科学のなかで削こか新しい

方面を発展させる.

④役に立つ装備の利用改善と地質探査事業の完全

機械化をはかる.新しい装備と科学技術の吸収

に一段の発展とinitiatiVeをとり労働生産性

を増し生産費を低下させる.

⑤鉱物資源埋蔵量の地理的分布と鉱石品位の改善に

たえず努力する.最小限の費用で確定埋蔵量

を確保する.

(松井寛訳)�


